
1級 2級 3級 4級 5級 6級 A1 A2 B1 B2 1級 2級 3級

(国民年金)
障害基礎年金

　20歳前から一定の障害がある人が20歳になっ
たとき、または、国民年金加入中に一定の障害
がある状態になった人に支給されます。
（年額）１級：1,020,000円、２級：816,000円

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○ ○ ○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

特別障害者手当

　著しく重度の障害があるため、日常生活にお
いて常時特別の介護を必要としている人に支給
されます。
（月額）28,840円

障害児福祉手当
　重度の障害があるため、日常生活において常
時介護を必要としている児童に支給されます。
（月額）15,690円

特別児童扶養手当
　中度以上の障害のある児童の保護者に支給さ
れます。
（月額）１級：55,350円、２級：36,860円

○
一部

○
一部

○
一部

△ ○ ○ ○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

高知県重度心身
障害児療育手当

　重度の障害のある児童の保護者に支給されま
す。
（月額）7,300円

心身障害者扶養
共済制度

　保護者が一定の掛金を納付することにより、
保護者が死亡又は重度の障害になった場合に障
害児・者に終身一定額の年金が支給されます。
　支給額　１口加入：20,000円
　（月額）２口加入：40,000円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重度心身障害児・
者医療費助成制度

（福祉医療）

　重度障害のある人の医療費について、医療保
険の自己負担分が助成されます。

○ ○ ○ ○ △

後期高齢者医療

　一定の障害のある65歳以上75歳未満の人は、
高齢者の医療の確保に関する法律による医療が
給付されます。

※75歳以上の人は障害の有無に関わらず給付さ
れます。

○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

自立支援医療
（更生医療）

　障害を軽減したり、機能回復のために必要な
医療費が助成されます。
（例）
　人工透析、心臓手術、人工関節置換術など

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

自立支援医療
（育成医療）

　障害を軽減するためや、将来障害を残すおそ
れのある疾患を治療するための医療費が助成さ
れます。

自立支援医療
（精神通院医療）

　精神疾患の治療のために通院している人を対
象に必要な医療費が助成されます。

○
一部

○
一部

○
一部

計画相談支援
　障害のある方の自立した生活を支え、一人ひ
とりの課題の解決や適切なサービス利用に向け
たケアマネジメントを行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害児相談支援

　児童福祉法に基づく障害児通所サービスを利
用する方一人ひとりの課題の解決や適切なサー
ビス利用に向けたケアマネジメントを行いま
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者

保健福祉手帳

・身体障害者手帳1～2級程度の障害が重複しており条件を満たしている人              
・特に重度の身体機能の障害があるため、日常生活動作能力の評価が極めて重
度であると認められる人              
・内部障害1級程度で、安静度が絶対安静の人
・精神又は知的障害で、日常生活能力の評価が極めて重度であると認められる
人

・身体障害者手帳１級程度の障害がある人及び２級程度の障害がある一部の人
・療育手帳Ａ１（最重度）又はＡ２（重度）の人のうち、条件を満たしている
人
・精神の障害であって、上記と同程度以上と認められる人

・特別児童扶養手当１級の障害程度

△

　身体障害者手帳の有無は
　関係なし

区分 制度名 制度の内容

手
当　

・　

年
金

医　
　

療

相
談
支
援

主 な 制 度 一 覧 表

18歳未満で身体障
害者手帳3、4級と
重複

18歳未満で療育手帳B1と重複

音声・言語機能障害と下肢障
害の一部

下肢障害の一部



あり なし

20歳以上

△
20歳前
から障
害のあ
る人

○ 市町村
裁定請求書、戸籍抄本、病歴・
日常生活状況等申立書、銀行口
座番号、印鑑

41

20歳以上 ○

　障害者支援施設、特別養護老人
ホーム等への入所や医療機関に３
か月を超えて入院中の場合は受給
できません。

市町村

認定請求書、戸籍謄(抄)本、診
断書、所得状況届、銀行口座番
号、マイナンバーの確認できる
書類、身元確認ができる書類

診断書は所定の様式
（省略できる場合も
あります）

41

対象の障害児が
20歳未満

○
　児童福祉施設等への入所や障害
を事由とする年金を受給中の場合
は受給できません。

市町村

認定請求書、戸籍謄(抄)本、診
断書、所得状況届、銀行口座番
号、マイナンバーの確認できる
書類、身元確認ができる書類

診断書は所定の様式
（省略できる場合も
あります）

42

対象の障害児が
20歳未満

○
　児童福祉施設等への入所や障害
を事由とする年金を受給中の場合
は受給できません。

市町村

認定請求書、戸籍謄(抄)本、特
別児童扶養手当振込先口座申出
書、診断書、マイナンバーの確
認できる書類、身元確認ができ
る書類

診断書は所定の様式
（省略できる場合も
あります）

42

対象の障害児が
18歳未満

○
　児童福祉施設等への入所や障害
を事由とする年金を受給中の場合
は受給できません。

市町村
申請書、印鑑、預金通帳、障害
児福祉手当不支給証明書、障害
の状況のわかるもの

43

保護者が
65歳未満

○
＜保護者の加入資格＞
　病気や障害がなく、生命保険に
加入できる健康状態であること

市町村
加入申込書、申込者告知書、障
害証明書、住民票、掛金減額申
請書、年金管理者指定届

掛金の減免制度があ
ります。
（生活保護世帯、市
町村民税非課税世
帯、市町村民税均等
割世帯　等）

45

平成15年10月1日
以降、新たに重度
障害になった65歳
以上の人は、市町
村民税非課税世帯
を除き対象外

△
一部

(左欄の
とおり)

○
・入院時食事療養費は助成対象外
・医療保険の未加入者は対象外

市町村
申請書、保険証、印鑑、手帳、
マイナンバーが確認できる書類

助成を受けるには、
市町村から受給者証
の交付が必要です。

48

65歳以上 ○ 市町村 保険証、印鑑、手帳 48

18歳以上 ○ 市町村 48

18歳未満 ○ 市町村 49

なし ○ 市町村 50

なし ○

18歳未満 ○

手当・年金／医療／居宅サービス

所得制限
年齢制限 その他の制限 申請先 申請に必要なもの 備　　考

記載
ﾍﾟｰｼﾞ

申請書、健康保険証（写）、所
得や収入の分かる書類、医師意
見書または診断書、マイナン
バーが確認できる書類、身元確
認が出来る書類

指定医療機関での治
療に適用

市町村 支給申請書、手帳

　サービスを利用す
るには市町村で支給
決定を受け、受給者
証の交付が必要で
す。各事業所は本文
をご覧ください。
（60～62ページ）

19
57



1級 2級 3級 4級 5級 6級 A1 A2 B1 B2 1級 2級 3級

居宅介護
(ホームヘルプ

サービス)

　ホームヘルパーが家庭を訪問して日常生活の
介助や支援を行ったり、外出時の支援を行いま
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

短期入所
(ショートステイ)

　家庭で一時的に介護を受けることができない
場合などに、施設に短期間入所することができ
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者支援施設
（施設入所支援
+日中活動支援）

　主として夜間に入浴、排せつ、食事の介助な
どを行うとともに、昼間に生活介護などのサー
ビスを提供する施設です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日中活動を
支援する事業所

　主として昼間に排せつ、食事の介助、創作的
活動などを行う生活介護や、就労や生産活動な
どの機会を提供する就労継続支援などを行う事
業所です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福祉型障害児
入所施設

　障害の特性に応じて、保護、日常生活の指
導、知識・技能の習得など専門支援が必要な時
に利用することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療型障害児
入所施設

　障害の特性に応じて、保護、日常生活の指
導、独立生活に必要な知識・技能の習得などの
専門支援及び治療が必要なときに利用すること
ができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補　装　具
　身体上の障害を補い、生活を行いやすくする
ため、補装具の購入や修理、借受けの費用の支
給を受けることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○

日常生活用具
　日常生活を容易にするために、日常生活用具
の給付や貸与を受けることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住宅改修費
給付事業

（日常生活用具
給付事業）

　在宅の身体障害のある人が、身体の状況に応
じて住宅改修を行う場合、その経費の一部を助
成しています。
（改修の範囲）手すり取付、段差解消、引き戸
等扉取替、滑り防止・移動円滑のための床材料
の変更、洋式便器への取替　など

○ ○ ○

住宅改造支援事業

　在宅の身体障害のある人や家族の負担を軽減
するため、身体の状況に応じて住宅改造を行う
場合、その経費の一部を助成しています。
（対象工事）浴室、玄関、台所、便所、廊下、
階段、居室などの改造
（※）高知市は、単独で助成事業を実施

○ ○ ○
一部

県営住宅
　一定の障害のある人及びその世帯で住宅に
困っている場合、一般世帯向住宅への入居に際
しての抽選が２回できる場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福祉ホーム
　住居を必要としている人に、低額な料金で、
居室等を提供するとともに、日常生活に必要な
支援を行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者

保健福祉手帳区分 制度名 制度の内容

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
利
用

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具

住
 
 
宅

主 な 制 度 一 覧 表

ただし、下肢、体幹又は乳幼児期以前の非
進行性の脳病変による運動機能障害のある
人
（特殊便器への取替は上肢２級以上の人）

主 な 制 度 一 覧 表

利用対象者については、18ページ参照

利用対象者については、18ページ参照

利用対象者については、18ページ参照

利用対象者については、18ページ参照



あり なし

なし ○
　介護保険のサービスが利用でき
る人は原則として介護保険が優先

なし ○
　介護保険のサービスが利用でき
る人は原則として介護保険が優先

　　18歳以上
（必要な場合は15
歳から利用するこ
ともできます）

○ 市町村

　　18歳以上
（必要な場合は15
歳から利用するこ
ともできます）

○ 市町村

18歳未満 ○

18歳未満 ○

　　　なし
（ただし、児童の
みに交付される補
装具があります）

○

　介護保険の福祉用具の品目（車
いす、電動車いす、歩行器）につ
いては、介護保険が優先されま
す。ただし、身体の状況により
オーダーメイドの製品が必要な場
合は、補装具で交付されます。

市町村

申請書、印鑑、手帳　など
（※）医師の意見書や更生相談
所での判定が必要な場合があり
ますので、まずは市町村にご相
談ください。

82

市町村によって異
なる場合がありま
す

市町村 申請書、印鑑、手帳　など
　市町村事業ですの
で、まずは市町村に
ご相談ください。

84

学齢児以上

○
所得に
応じて
自己負
担あり

　介護保険のサービスが利用でき
る人は介護保険が優先

市町村
申請書、印鑑、見積書、図面、
手帳　など

86

なし

   ○
世帯の
生計中
心者の
所得税
額が30
万円未
満

　日常生活用具給付事業の住宅改
修費の受給が可能な人は、住宅改
修費の給付が優先

　介護保険のサービスが利用でき
る人は、同様の制度があります。

市町村
申請書、印鑑、見積書、図面、
手帳　など

　助成の決定には、
市町村の調査などが
必要ですので、まず
は市町村にご相談く
ださい。住宅改修費
との併給は可能で
す。

87

県住宅供給公
社総務管理課
（TEL）
088-883-0344

 身体障害者世帯向
住宅の所在地などは
本文をご覧くださ
い。

88

18歳以上 ○
　利用料（家賃）や食事代などは
利用者の負担です。

福祉ホームの
経営主体

　福祉ホームの利用に当たって
は経営主体との契約が必要で
す。

 福祉ホームの所在
地などは本文をご覧
ください。

88

施設の利用／補装具・日常生活用具／住宅

所得制限

市町村によって異
なる場合がありま
す

年齢制限 その他の制限 申請先 申請に必要なもの 備　　考
記載
ﾍﾟｰｼﾞ

市町村

支給申請書兼利用者負担額減
額・免除等申請書（住民票や課
税等の証明書が必要）、
手帳又は障害に関する証明書等

　サービスを利用す
るには市町村で支給
決定を受け、受給者
証の交付が必要で
す。各事業所は本文
をご覧ください。
（63～68ページ）

18
58

　サービスを利用す
るには市町村で支給
決定を受け、受給者
証の交付が必要で
す。施設の種類や所
在地などは本文をご
覧ください。
（71～78ページ）

18
58

中央児童相談
所または幡多
児童相談所

　利用に当たっては、中央児童
相談所又は幡多児童相談所にご
相談ください。

　施設の種類や所在
地などは本文をご覧
ください。
（81ページ）

34
58



1級 2級 3級 4級 5級 6級 A1 A2 B1 B2 1級 2級 3級

住
宅

グループホーム
夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談、入
浴、排せつ又は食事の介護その他日常生活上の
援助を行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貸
付

生活福祉資金
　障害のある人の世帯に、必要な資金を貸し付
け、生活を支援します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別障害者控除
　　所得控除　所得税40万円　住民税30万円

○ ○ ○ ○ ○

同居特別障害者控除
　　所得控除　所得税75万円　住民税53万円

○ ○ ○ ○ ○

障害者控除
　　所得控除　所得税27万円　住民税26万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自 動 車 税
軽自動車税

自動車取得税

　障害のある人が所有する自動車を自らが運転
する場合や、生計を一にする親族や常時介護す
る者が障害者の通院や通学などのために運転す
る場合に、一定の要件を満たせば税が減免され
ます。減免の対象となる自動車は障害者１人に
ついて１台に限ります。

○ ○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○ ○ ○

鉄道運賃
ＪＲ

○ ○ ○

電車・バス運賃

　次の場合、運賃が５割引になります。
【身体障害者手帳又は療育手帳】
●第１種障害者・・本人、介護者（１人）
●第２種障害者・・本人のみ
【精神障害者保健福祉手帳】
●１級・・本人、介護者（１人）
●２級、３級・・本人のみ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

航空運賃
（国内線）

割引率は航空会社（高知龍馬空港発着便はJAL
及びANAが対象）によって異なります。
対象者は12歳以上の本人及び介護者（１人）
（本人が12歳未満の場合は介護者のみ）となり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者

保健福祉手帳区分 制度名 制度の内容

税
の
減
免

所得税・住民税

各
種
割
引
制
度

　次の場合、鉄道運賃が５割引きになります。　
（小学生の場合は、こども運賃の５割引）

●第１種障害者
（単独で乗車する場合）
　片道100Ｋｍ超の場合、本人の普通乗車券
（介護者が同行する場合）
　本人と介護者１人の普通乗車券､定期乗車
券、回数券、急行券（特急券を除く）
●第２種障害者
（単独で乗車又は介護者が同行する場合）
　片道100Ｋｍ超の場合、本人の普通乗車券
（12歳未満の児童が定期乗車券によって利用す
るときに介護者が同行する場合）
  介護者１人の定期乗車券

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土佐くろしお鉄道

（控除対象配偶者または扶養親族が同居している特別障害者の場合）

（　本人または同一生計配偶者もしくは扶養親族　）

（障害によって対象の級
が異なりますので、本文
をご覧ください。）

(第１種､第２種は､身体障害者
手帳に記載されています。）

第１種
A1,A2

（　本人または同一生計配偶者もしくは扶養親族　）

主 な 制 度 一 覧 表

第２種
B1,B2

主 な 制 度 一 覧 表主 な 制 度 一 覧 表

（第１種､第２種は､身体障害
者手帳に記載されていま
す。）

第１種
A1,A2

第２種
B1,B2

土佐くろしお鉄
道では割引適
用

ＪＲ四国バスは、
土佐山田～大栃
間のみ適用



あり なし

15歳以上 ○ 市町村

支給申請書兼利用者負担額減
額・免除等申請書(住民票や課
税等の証明書が必要）、手帳又
は障害に関する証明書等

　サービスを利用す
るには市町村で支給
決定を受け、受給者
証の交付が必要で
す。所在地などは本
文をご覧ください。
（69～70ページ）

18
58

○
市町村の社会
福祉協議会

　生活福祉資金を利用したい場
合は、地域の民生委員か市町村
社会福祉協議会に相談してくだ
さい。

46

本人運転の場合は
18歳以上

○

【自動車の名義】
①本人運転の場合
所有者、使用者とも障害者
②家族運転の場合
所有者：障害者
使用者：障害者又は運転者
※障害者が18歳未満又は知的障害
の場合は同一生計の親族名義で可
③常時介護者運転の場合
所有者：障害者
使用者：障害者又は運転者

【自動車の種類】自家用

安芸・中央東
須崎・幡多

各県税事務所

（軽自動車は
市町村）

①本人運転の場合
　申請書、手帳、運転免許証、
車検証、印鑑

②家族運転の場合
　申請書、住民票、手帳、通
院・通学・通勤等証明書、運転
免許証、車検証、印鑑

③常時介護者運転の場合
　上記②家族運転に加えて、自
動車運行計画書、誓約書

　軽自動車税の取扱
いは市町村によって
異なります。

89

　ＪＲバスの場合
は、距離の制限はあ
りません。（ただ
し、定期乗車券は、
３割引）

なし ○

　運賃を支払うときに、手帳を
提示してください。

★一部ミライロＩＤが利用でき
ます。

　距離の制限はあり
ません。

12歳以上 ○
航空券販売

窓口

　航空券を購入するときに、手
帳を提示してください。

★一部ミライロＩＤが利用でき
ます。

貸付／税の減免／各種割引制度

所得制限
年齢制限 その他の制限 申請先 申請に必要なもの 備　　考

記載
ﾍﾟｰｼﾞ

なし ○

勤め先

税務署

市町村

印鑑、手帳、各種証明書　など
　年末調整または確
定申告のときに申請

91

乳児、幼児は無料 ○
　小児定期乗車券は、割引があり
ません。

乗車券販売
窓口

　乗車券を購入するときに窓口
で手帳を提示してください。

★一部ミライロＩＤが利用でき
ます。

　12歳以上の障害者が12歳以上
の介護者とともに利用する場
合、近距離用の片道乗車券につ
いては、自動券売機でこども乗
車券を購入し、改札で手帳を提
示すれば乗車券に証明を行いま
す。

92

　距離の制限はあり
ません。

93



1級 2級 3級 4級 5級 6級 A1 A2 B1 B2 1級 2級 3級

タクシー運賃
　障害のある人自身が高知県内でタクシーに
乗車する場合、運賃が１割引になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○
一部

○
一部

○
一部

○
一部

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

携帯電話
　障害のある人が契約している携帯電話の基本
使用料などが割引されます。割引の範囲や割引
率は携帯電話会社で異なります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県立施設
入場料・使用料

　県立施設の入場料等が無料になります。入場
料は、障害のある人と介護者１人が対象となり
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動車運転免許
取得費の助成

　障害のある人が、運転免許を取得する場合、
費用の一部が助成されます。

自動車改造費の
助   成

　肢体障害がある人が、自動車のハンドルやブ
レーキ、アクセルなどを改造する場合、費用の
一部が助成されます。

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者

保健福祉手帳区分 制度名 制度の内容

有料道路
通行料金

　障害のある人が有料道路を利用する場合、
通行料金が割引されます。
（営業用車両を除く）

ＮＨＫ放送受信料

　ＮＨＫ放送受信料が全額又は半額免除されま
す。
　免除申請書をＮＨＫに提出いただき、ＮＨＫ
が受理した月から免除の事由が消滅した月ま
で、放送受信料は免除となります。

自
動
車

各
種
割
引
制
度

（世帯構成員全員が市町村民税非課税の場合）

（視覚障害又は聴覚障害
のある人が世帯主の場合）

（重度の身体障害のある人が
世帯主の場合）

上肢､下肢、体幹または移動機能障害があり、改造を行わ
なければ自動車の運転ができない方が対象です。詳しく
はお住まいの市町村にお問い合わせください。

主 な 制 度 一 覧 表主 な 制 度 一 覧 表主 な 制 度 一 覧 表主 な 制 度 一 覧 表

（本人運転の場合）

第１種障害者のみ
対象

（本人が乗車し、介護者運転の場合）

（重度の知的障害
のある人が世帯主

の場合）

（重度の精神障
害のある人が世

帯主の場合）

全額

半額

一部の

タクシー

で適用

市町村によって助成の有無及び助成内容並びに対象者の
範囲が異なります。詳しくはお住まいの市町村にお問い
合わせください。



あり なし

なし ○ 時間運賃制の場合は割引対象外
　乗車時に手帳を提示してくだ
さい。

93

○
各社ショップ
または取扱店

新規契約の場合

印鑑、口座番号、手帳　など
95

なし ○ 各県立施設
　施設の入場券販売窓口で手帳
を提示してください。

96

18歳以上 ○ 市町村

　申請書、印鑑、費用の見積
書、手帳　運転免許を取得した
後に、領収書や免許証の確認を
受けることが必要です。

　運転免許を取得す
る前に申請が必要で
す。

18歳以上 ○
　障害のある人本人が所有する自
動車が対象

市町村
申請書、印鑑、費用の見積書、
同意書、車検証、免許証、改造
部分の写真、手帳

　自動車を改造する
前に申請が必要で
す。

各種割引制度／自動車

所得制限

（※）「申請に必要なもの」欄の「手帳」は、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のことです。
（※※）「申請に必要なもの」については、マイナンバーを利用した情報連携により一部省略可能な書類もありますので、窓口にてご確認をお願
いします。

★スマートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」について
　公共交通機関や有料道路を利用する際に、障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」を呈示することで、手帳の代わりとすることができます。ミライ
ロＩＤを利用するには、事前に利用登録が必要です。登録方法や利用方法等の詳細につきましては、下記ＵＲＬからご確認ください。
　●ミライロＩＤについて　https://mirairo-id.jp

年齢制限 その他の制限 申請先 申請に必要なもの 備　　考
記載
ﾍﾟｰｼﾞ

なし ○

【対象自動車(営業用は対象外)】
①本人運転の場合
　身体障害者手帳所持者又はその
親族等が所有する自動車等

②本人が乗車し、介護者が運転す
る場合
　身体障害者手帳・療育手帳所持
者又はその親族等が所有する自動
車等、若しくは継続して日常的に
介護している人が所有する自動車

【手帳への記載】
　市町村で手帳に有料道路割引ス
タンプの押印が必要。手続きをす
ればＥＴＣでの利用も可能。

市町村

【市町村での手続き】
申請書、手帳、車検証、運転免
許証(本人運転の新規申請の場
合)、契約書（割賦購入中又は
長期リースの場合）など

　ＥＴＣ利用の場合は、ＥＴＣ
カード、ＥＴＣ車載器申込書・
証明書（更新の際に、前回申請
時から変更ない場合は不要）

【利用方法】
　料金所で手帳を提示
　ＥＴＣの場合は、利用登録済
のＥＴＣカードを登録されたＥ
ＴＣ車載器に挿入して通行

★ミライロＩＤが利用できま
す。

　有効期限がありま
すので、期限前に更
新手続きが必要で
す。

94

なし

ＮＨＫ高知放
送局 営業部

（TEL）
088-823-2301

●「免除申請」の手続き
（１）申請書に必要事項を記入
してください。申請書は自治体
やＮＨＫの窓口にあります。
（２）自治体に申請書を提出
し、免除事由の証明を受けてく
ださい。
（３）証明を受けた申請書をＮ
ＨＫにご提出（郵送）してくだ
さい。

●申請に必要なもの
申請書、印鑑、手帳

●氏名、住所などに
変更があった際は、
必ずＮＨＫへご連絡
をお願いします。

●ＮＨＫ「受信料の
窓口」
https://www.nhk-
cs.jp/j/Q0108301

95

106


